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葭
ケ
原
か
ら
猿
飛
・
二
段
滝

方
向
へ
十
分
ほ
ど
横
川
川
を
遡

る
と
、
右
手
に
「
楓
林
館
（
ふ
う

り
ん
か
ん
）
跡
」
の
解
説
板
が
立

つ
狭
い
平
地
に
着
く
。
左
手
を

よ
く
見
る
と
、
探
勝
路
脇
か
ら

草
径
が
下
に
延
び
て
い
て
、
少

し
離
れ
た
川
辺
へ
降
り
ら
れ

る
。
一
帯
を
藤
ケ
瀬
と
呼
ぶ
。 

 

        

今
年
は
熊
南
峰
と
斎
藤
露
翠

が
出
会
っ
て
百
年
。
二
人
が
多

く
の
人
を
巻
き
込
み
、
奇
跡
的

な
名
勝
指
定
へ
つ
な
が
っ
た
。 

             

熊
南
峰
が
初
入
峡
し
た
一
九

一
七
年
春
、
藤
ケ
瀬
の
上
流
約

四
㌔
の
横
川
集
落
へ
、
待
望
の

小
学
校
教
諭
が
赴
任
し
た
。
の

ち
に
「
横
川
の
神
様
」
と
称
さ
れ

た
斎
藤
露
翠
で
あ
る
。 

   

翌
年
六
月
、
南
峰
は
内
黒
峠 

   

開
峡
百
周
年
を
迎
え
た
昨

年
、
こ
れ
か
ら
の
三
段
峡
の
姿

を
三
段
峡
憲
章
に
掲
げ
、「
体
験

と
学
び
の
場
」
と
し
て
の
新
し

い
視
点
を
提
起
で
き
た
。 

 

今
年
は
、
自
然
や
歴
史
を
多

様
な
角
度
か
ら
見
る
感
覚
や
正

確
な
知
識
を
基
礎
に
し
て
、
物

語
を
組
み
上
げ
た
い
。
立
ち
止 

             

を
越
え
て
露
翠
を
訪
ね
た
。
す

ぐ
に
意
気
投
合
し
、
世
に
匿
れ

た
絶
景
の
数
々
を
有
名
に
し
よ

う
と
約
束
し
合
う
。 

 

下
流
の
対
岸
、
樹
々
の
上
に

「
松
懸
ノ
岳
」（
ま
つ
か
け
の
た

き
）
と
い
う
岩
壁
が
聳
え
る
。
藤

ケ
瀬
の
中
心
景
と
思
え
る
が
、

南
峰
の
記
述
に
は
な
い
。
横
川

の 

 

ま
り
、
と
き
に
は
探
勝
路
を
外

れ
て
、
風
景
の
背
景
を
伝
え
る

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ガ
イ
ド
手
法
を
取
り
入
れ
る
。 

 

「
調
べ
る
」
を
継
続
し
、「
伝

え
る
」
を
充
実
さ
せ
る
。
三
段
峡

を
中
心
と
す
る
自
然
資
源
の
魅

力
を
多
く
の
人
へ
発
信
し
、
さ

ん
け
ん
が
描
く
理
想
に
共
感
す

る
仲
間
と
出
会
い
、
輪
を
広
げ

る
年
に
し
た
い
。 

             

の
人
か
ら
聞
い
て
、
露
翠
が
書

き
残
し
た
名
で
あ
る
。 

   

楓
林
館
（
当
初
は
松
懸
館
）

は
、
二
三
年
に
横
川
の
住
民
た

ち
が
建
て
た
、
峡
内
初
の
宿
泊

施
設
で
あ
る
。
露
翠
の
説
得
に

よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
南
峰 

     

新
聞
は
絶
賛
し
た
が
、
都
会
の

享
楽
を
持
ち
込
む
も
の
と
な
っ

た
。
南
峰
の
理
想
と
は
相
い
れ

ず
、
自
身
の
役
目
は
終
わ
っ
た

と
悟
り
、
三
段
峡
を
去
る
一
因

に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。 

  

戦
中
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て 

 

   

環
境
省
が
募
集
す
る
人
材
育

成
支
援
事
業
の
対
象
候
補
地
に

安
芸
太
田
町
が
選
ば
れ
、
栃
木

県
で
開
か
れ
る
集
合
研
修
へ
の

参
加
が
、
十
二
月
二
十
五
日
に 

                

の
勧
め
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
営

業
は
五
〇
年
代
後
半
ま
で
続
け

ら
れ
た
。 

 

 

二
人
は
楓
林
館
で
た
び
た

び
、
好
き
な
酒
を
酌
み
交
わ
し

た
と
言
う
。
川
へ
の
草
径
は
当

時
か
ら
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
瀬

音
を
聞
き
、
断
崖
を
仰
い
だ
に

違
い
な
い
。 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

   

決
ま
っ
た
。 

 

候
補
地
選
定
を
控
え
た
二
十

日
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
第
一
人
者
で
あ
る
広
島
修

道
大
学
・
西
村
仁
志
教
授
（
人
間

環
境
学
部
）
が
同
町
に
派
遣
さ

れ
た
。
町
商
工
観
光
課
の
正
木

隆
主
査
と
本
宮
炎
理
事
長
ら
が

同
行
し
て
、
深
入
山
と
三
段
峡

正
面
口―

栂
崎
間
を
視
察
。
支
援

事
業
の
二
次
選
考
用
の
レ
ポ
ー

ト
作
成
の
た
め
、
自
然
資
源
や

人
材
、
観
光
設
備
な
ど
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
受
け
た
。 

  

集
合
研
修
へ
は
同
町
と
さ
ん 

     

け
ん
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加

す
る
。
基
礎
研
修
を
受
け
、
三
段

峡
を
拠
点
に
し
た
行
動
計
画
を

作
成
す
る
。
研
修
後
、
最
終
選
考

に
残
っ
た
五
地
域
へ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
派
遣
さ
れ
る
。
本
宮
宏

美
事
務
局
長
は
「
行
政
と
一
緒

に
取
り
組
む
支
援
事
業
は
技
術

の
習
得
以
上
に
意
義
が
あ
る
」

と
意
気
込
ん
で
い
る
。 

★
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

自
然
、
文
化
、
歴
史
な
ど
目
に

見
え
な
い
部
分
や
背
景
を
、
体

験
や
教
材
を
通
じ
て
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
技
術
。
人
材
育
成

支
援
事
業
は
、
自
然
資
源
を
活

用
し
て
活
性
化
に
取
り
組
む
地

域
を
対
象
に
、
持
続
可
能
な
仕

組
み
の
構
築
を
担
う
キ
ー
マ
ン 

の
育
成
を
目
指
す
。 
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 一口メモ 

さ
れ
、
応
急
処
置
で
十
年
以

上
し
の
い
で
い
た
。 

急
斜
面
を
冷
風
が
吹
き
降

り
て
石
が
転
が
り
落
ち
、
雪 

雪
崩
も 

 

昨
年
秋
、
姉
妹
滝
近
く
の
探

勝
路
の
ガ
ー
ド
が
修
繕
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
壊 

 

崩
も
起
き
易
い
場
所
の
証
と

も
言
え
る
。
赤
く
塗
ら
れ
た
ガ

ー
ド
は
、「
危
険
」
を
知
ら
せ
る

シ
グ
ナ
ル
で
あ
る
。 

「さんけん」の羅針盤   
白川勝信さん 

 

「ここが僕の暮らす芸北

です」と、スカイツリーの画

面を見せた。話は「同じ高さ

に芸北があります」へ、くる 

りと転換した。不思議な視点で発想する。 

芸北高原の自然館の主任学芸員。博物館の

役割は資料の収集、保管、研究、公開だと常々

言う。芸北の町全体を博物館に見立てて生ま

れたのが「せどやま事業」。博物館の取り組

みを地域づくりにつなげている。三段峡を野

外博物館と位置付け、専門家の役目を果た

す。さんけんの羅針盤的存在だ。 （炎） 

 (炎) 

 

 

▼
赤
い
ガ
ー
ド 

 
 

 

南
峰
と
歩
く 

⑤ 

藤
ケ
瀬
（
ふ
じ
が
せ
） 

■
峡
内
初
の
宿
泊
施
設 

■
出
会
い 

意
気
投
合 

酌
み
交
わ
す 

南
峰
と
露
翠 

楓
林
館 

 開峡 100周年を機に産声を上げた「ＮＰＯ法人三段峡―太田

川流域研究会」（略称：さんけん）は２年目を迎え、議論してき

た構想を具体化、事業化するスタート台に立った。「調べる」「伝

える」「出会い」をキーワードに着実な一歩を踏み出す。 

 

□歩き、聴き、調べる活動 

 「歩く会」「聴く会」を継続

し、専門家を招いた植生調査

や保全活動のための調査を進

める。三段峡の魅力を知り、

景勝をより身近に鑑賞できる

探勝路からの小さな補助路を

調査し、整備する。 

 

□体験プログラムを作成 

 インタープリテーションを

取り入れたツアーや体験プロ

グラムを作成し、事業化する。

「伝える」拠点となるビジタ

ーセンターの開設に向け、資

料収集・調査に取り組む。 

 

□希少生物の調査・啓発 

 草原の貴重な自然環境が保

全されている深入山の絶滅危

惧動植物１８種の調査と啓発

活動に取り組む。三段峡内の

希少種を調査する。 

２０１８年の主な事業計画 「自
然
や
歴
史 

物
語
を
組
み
上
げ
た
い
」 

本宮炎理事長 

西
村
教
授
の
視
察
に
同
行
し

て
峡
内
を
調
査
す
る
正
木

商
工
観
光
課
主
査
ら
（右
） 

集
合
研
修
へ
の
参
加
決
ま
る 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
支
援
事
業 

 
 

 

行
政
と
二
人
三
脚 

構想の具体化・事業化へ一歩 

２０１８年 キーワードは「調べる・伝える・出会い」 


